
議
会
運
営
委
員
会

課
題
解
決
に
向
け
着
手

議
員
定
数
調
査
特
別
委
員
会

協
議
経
過
報
告

議
会
運
営
委
員
会
で
は
、
昨
年
度
の
同

委
員
会
か
ら
の
申
し
送
り
事
項
も
含
め
、

21
項
目
28
件
の
課
題
を
抽
出
し
、
そ
れ

ら
の
課
題
解
決
に
向
け
て
、
本
年
度
よ

り
新
た
な
制
度
設
計
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
協
議
を
重
ね
、
決

定
し
た
事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

常
任
委
員
会
数
の
見
直
し

●
委
員
定
数
の
議
論

常
任
委
員
会
の
現
行
定
数
７
名
で
は
少

な
い
と
い
う
意
見
と
、
問
題
な
い
と
い

う
意
見
が
出
さ
れ
た
。
現
行
の
運
営
で

の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て

協
議
・
調
整
を
行
っ
た
結
果
、
8
名
以

上
と
の
結
論
と
な
っ
た
。

●
委
員
会
数
の
議
論

現
行
の
４
常
任
で
は
多
い
と
の
意
見
と
、

現
行
の
ま
ま
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

し
か
し
、
現
行
で
は
、
委
員
会
に
よ
り

付
託
さ
れ
る
議
案
数
に
偏
り
が
あ
る
た

め
、
付
託
案
件
の
均
一
化
を
図
る
と
い

う
理
由
で
３
常
任
以
下
と
の
結
論
と
な

っ
た
。

6
月
定
例
会
に
お
い
て
、
納
得
感
の
あ

る
合
意
形
成
を
進
め
る
た
め
に
必
要
な

議
員
定
数
（
現
在
28
名
）
を
調
査
す
る

「
議
員
定
数
調
査
特
別
委
員
会
」（
定
数

10
名
）
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
3
回
の
委
員
会
が
開
催
さ

れ
、
次
の
内
容
が
決
定
し
ま
し
た
。

●
第
1
回
（
7
月
12
日
）

今
後
の
進
め
方

調
査
期
間
は
2
年
間
と
し
、
一
年
後
に

中
間
報
告
を
行
う
。

●
第
2
回
（
8
月
10
日
）

本
特
別
委
員
会
の
検
討
事
項

①
広
く
市
民
の
意
見
を
確
認
す
る
こ
と

②
他
団
体
の
調
査
・
分
析
を
す
る
こ
と

以
上
２
つ
の
取
り
組
み
が
重
要
で
あ
る

と
の
共
通
認
識
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部

会
を
設
置
し
て
具
体
的
手
法
等
を
検
討

す
る
。

●
第
3
回
（
9
月
14
日
）

・�

専
門
家
の
意
見
聴
取
・
工
程
等
に
つ

い
て
、
今
年
中
に
は
機
会
を
設
け
、

リ
モ
ー
ト
も
視
野
に
早
急
に
日
程
調

整
を
す
る
。

●
見
直
し
の
理
由

地
方
分
権
が
進
み
、
よ
り
多
様
性
を
求

め
ら
れ
る
現
在
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
を

持
っ
た
多
く
の
委
員
が
審
査
に
関
わ
る

必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
一
人
の
議
員
が

多
く
の
議
案
に
関
わ
る
こ
と
も
で
き
る
。

検
討
中
の
事
項

・�

３
月
定
例
会
の
日
程
等
の
見
直
し
に

つ
い
て

・�

議
会
基
本
条
例
の
検
証
と
見
直
し
に

つ
い
て

・�

令
和
4
年
の
6
月
か
9
月
定
例
会
で

中
間
報
告
を
行
い
、
最
終
報
告
は
、

令
和
5
年
6
月
定
例
会
を
目
標
と
し

て
い
る
。

ま
た
、
本
委
員
会
終
了
後
、
2
部
会
で
、

具
体
的
な
意
見
聴
取
・
類
似
団
体
の
調

査
分
析
方
法
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま

し
た
。

現
在
の
定
数
は
、
平
成
27
年
6
月
に
、

30
名
の
定
数
か
ら
2
名
減
と
す
る
改
正

条
例
案
が
可
決
さ
れ
、
平
成
29
年
3
月

の
市
議
会
一
般
選
挙
か
ら
適
用
さ
れ
た

も
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
、
議
員
基
本
条
例
第
20
条
を

基
本
に
毎
月
委
員
会
を
開
催
し
、
協
議

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

議
会
基
本
条
例
第
20
条

第
一
項　

議
員
定
数
は
、
こ
の
条

例
に
定
め
る
議
会
の
活
動
原
則
を

実
践
し
、
多
様
で
充
実
し
た
審
議

が
で
き
る
数
と
す
る
。

第
二
項　

前
項
の
議
員
定
数
は
、

人
口
、
類
似
市
の
状
況
並
び
に
市

政
の
状
況
及
び
将
来
展
望
を
考
慮

し
て
検
討
を
行
う
も
の
と
す
る
。

第
三
項
〈
省
略
〉

委
員
定
数
と
委
員
会
数
を
確
定
し

な
い
の
は
、
現
在
調
査
中
の
議
員

定
数
調
査
特
別
委
員
会
の
所
管
事

項
に
踏
み
込
む
こ
と
に
な
る
た
め

で
す
。

Ｐ
ｏ
ｉ
ｎ
ｔ

常任委員会数の見直し

【
現
行
】

委
員
会
数　

４

委
員
定
数　

７

　
　

➡　

【
決
定
事
項
】

委
員
会
数　

３
以
下

委
員
定
数　

８
以
上

改
正
時
期　

次
期
改
選
時

重
複
所
属　

原
則
な
し
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宮
島
訪
問
税
　
徴
収
の
た
め
の
準
備
経
費
を
可
決

臨
時
会

委
員
会
活
動
報
告
常
任
委
員
会
の
活
動
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

8
月
5
日
に
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
の
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
5
号
）
ほ
か
１
件
の
専
決
処
分
事
項
が
報
告
さ
れ
、
宮
島
訪
問
税

徴
収
シ
ス
テ
ム
構
築
費
等
の
債
務
負
担
行
為
補
正
（
一
般
会
計
補
正
予
算　

第
6
号
）

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
直
ち
に
予
算
特
別
委
員
会
を
開
き
審
査
を
行
い
、
討
論
・
採

決
の
結
果
、
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
開
か
れ
た
本
会
議
に
お

い
て
も
、
討
論
・
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
5
号
）【
専
決
処
分
】

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
金
等
（
職
員
給
与
費
含
む
）

総　

額　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
6
2
4
万
6
千
円

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
6
号
）【
債
務
負
担
行
為
補
正
】

生
活
航
路
運
航
事
業
者
に
お
け
る
徴
収
シ
ス
テ
ム
構
築
補
助
金　

3
億
9
9
0
0
万
円

宮
島
訪
問
税
証
明
書
発
行
シ
ス
テ
ム
構
築
に
要
す
る
経
費　
　
　
　

3
4
0
0
万
円

期　

間　

令
和
3
年
度
か
ら
令
和
5
年
度
ま
で

Ｑ	

全
員
協
議
会
で
は
財
政
調
整
基
金
の

繰
り
入
れ
も
視
野
と
の
回
答
が
あ
っ

た
が
、
現
時
点
の
考
え
は
。

Ａ�

財
政
調
整
基
金
は
、
年
度
間
の
財
源

不
均
衡
を
調
整
す
る
た
め
の
積
立
金

で
あ
る
。
一
般
財
源
が
不
足
す
れ
ば

取
り
崩
す
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、

シ
ス
テ
ム
構
築
の
た
め
に
直
ち
に
基

金
を
繰
り
入
れ
る
考
え
は
な
い
。

Ｑ	

徴
収
・
証
明
書
発
行
シ
ス
テ
ム
構
築

費
用
は
、ど
の
よ
う
に
積
算
し
た
の
か
。

Ａ�

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
実
施
に
あ
た
り
、
支

援
業
務
と
し
て
業
者
に
委
託
し
て
お

主
な
Ｑ
＆
Ａ

り
、
駅
務
機
器
メ
ー
カ
ー
等
に
見
積

依
頼
す
る
な
ど
し
て
積
算
し
た
。

反
対
討
論

コ
ロ
ナ
禍
も
先
が
見
え
な
い
。
こ
の
補

正
予
算
を
可
決
す
れ
ば
、
新
た
な
予
算

提
案
が
な
い
限
り
再
評
決
は
で
き
ず
、

慎
重
に
対
応
す
べ
き
で
あ
り
反
対
す
る
。

賛
成
討
論

入
島
税
か
ら
訪
問
税
と
い
う
原
因
者
課

税
方
式
に
変
更
さ
れ
、
議
会
も
条
例
に

賛
同
し
た
。
総
務
省
も
承
認
さ
れ
、
準

備
を
進
め
る
た
め
に
も
賛
成
す
る
。

民
間
提
案
制
度
に
つ
い
て
、
所
管

事
務
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
民
間

提
案
か
ら
事
業
化
決
定
ま
で
に
、

執
行
者
か
ら
議
会
へ
の
情
報
提
供

及
び
、
説
明
が
必
要
と
の
結
論
と

な
り
、
そ
の
旨
を
議
長
よ
り
執
行

者
へ
伝
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
議
会
運
営
委
員
会
を
通
じ

て
各
議
員
へ
の
周
知
を
図
り
ま
し

た
。

市
の
観
光
事
業
者
等
へ
さ
ま
ざ
ま

な
支
援
策
が
展
開
さ
れ
る
中
、
市

内
事
業
者
等
の
状
況
を
把
握
す
る

た
め
、「
観
光
産
業
を
中
心
に
し

た
コ
ロ
ナ
禍
の
現
状
、
国
・
県
・

市
の
取
り
組
み
状
況
、
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
に
向
け
て
の
市
の
取
り
組

み
」
に
つ
い
て
所
管
事
務
調
査
を

行
い
ま
す
。

●
調
査
日
時

　

11
月
2
日
9
時
半
か
ら

第
３
次
地
域
福
祉
計
画
が
推
進
さ

れ
る
の
で
、
新
し
い
取
り
組
み
で

あ
る「
再
犯
防
止
計
画
に
つ
い
て
」

所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
す
。

災
害
対
策
基
本
法
が
改
正
さ
れ
、

個
別
避
難
計
画
が
自
治
体
の
努
力

義
務
と
な
っ
た
た
め
、「
個
別
避
難

計
画
の
進
捗
に
つ
い
て
」
所
管
事

務
調
査
を
行
い
ま
す
。

●
調
査
日
時

　

10
月
28
日
９
時
半
か
ら

７
月
８
日
に
発
生
し
た
Ｊ
Ａ
広
島

総
合
病
院
前
の
道
路
が
冠
水
し
た

豪
雨
や
、
そ
の
後
の
長
雨
を
受
け

て
の
「
浸
水
対
策
」、
ま
た
近
年

の
高
齢
化
に
伴
い
課
題
と
な
っ
て

い
る
「
空
き
家
対
策
」
に
つ
い
て
、

現
状
を
把
握
す
る
た
め
所
管
事
務

調
査
を
行
い
ま
す
。

●
調
査
日
時

　

11
月
2
日
13
時
半
か
ら

総
務
常
任
委
員
会

環
境
産
業
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

建
設
常
任
委
員
会
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